
Ⅱ.研 究方法

　6週 齢BALB/c雄 性 マ ウス に、3濃 度(0.3%、0.1%

および0,03%)の ケルセチ ン含有飼料お よび0.5%タ マ

ネギ粉末含有飼料 を与 えて飼育 し、なおかつDEP懸 濁

液(220μgDEP/mouse)を1週 間に2回 ずつ5週 間に

わたって背部皮下投与 した。最終投与2週 間後 に屠殺、

解剖 して精巣を摘出し、各種雄性生殖機能 を測定 した。

ディーゼル排気微粒子が引き起こす雄性生殖毒性に対

するケルセチンおよびタマネギによる毒性軽減効果

Ⅲ.結 果および考察

　DEP群 のDSPは 、　vehicle群 と比較 して有意に低値 を

示 した。 しか し、0.3%ケ ルセチ ン+DEP群 のDSPは 、

vehicle群 と比較 しても変化がなかった。　DEP群 の精子

形態異常率はvehicle群 と比較 して有意に高値 を示 した。

しか し0.1%と0.03%ケ ルセチン+DEP群 お よびタマネ

ギ+DEP群 の両方の精子形態異常率はDEP群 と比較 し

て有意に低値 を示 した。これらのことから、DEPに よる

精子産生能に対する毒性 に対 して、ケルセチンやタマネ

ギがその毒性を軽減することが示された。 さらに、精巣

中のセル トリ細胞 を免疫染色 して観察 したところ、DEP

群では染色された細胞数がvehicle群 と比較 して有意に低

値を示 した。しか し、0.1%と α03%ケ ルセチ ン+DEP群

のセル トリ細胞数はDEP群 と比較 して有意に高値 を示

した。成獣のセル トリ細胞数は変化 しないことが知 られ

ている。そのためDEPが セル トリ細胞数を減少 させた

のではな く、何 らかの機能を低下させたので染色 されな

かったと推察された。それに対 して、ケルセチンがDEP

によるセル トリ細胞の機能低下を軽減 したと推察された。
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Ⅳ

.結 論

　DEPは マウスに対 し一 日精子生産量や精子形態に影

響を与えることが示 され、 さらにセル トリ細胞の機能を

低下 させることが示唆された。それに対 して、ケルセチ

ンやタマネギがこれ らDEP毒 性発現 を軽減す ることが

示された。
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I.緒 言

　ディーゼル排気微粒子(Diesel　Exhaust　particle:DEP)

は多環 芳香族炭化水素類(Poly　Aromatic　Hydrocarbon:

PAH)、 ダイオキシン類およびニ トロフェノール類などの

内分泌撹乱化学物質を含んでいる。PAHに よる内分泌

撹乱作用は、アリル炭化水素受容体(Aryl　 hydrocarbon

Receptor:AhR)が 深 く関与 してお り、AhRはPAHな ど

の化合物の代謝に関わるCYP1A1な どの薬物代謝酵素遺

伝子の発現を誘導する。

　DEPは また、げっ歯類の雄性生殖毒性をもつことがい

くつか報告されている。その中で我々は、DEP投 与マウ

スの一 日精子生産量(DSP)が 減少 したことや、　AhR活

性の間接指標である肝臓CYP1A1活 性が増加したことを

報告 した1)。さらに我々はDEP投 与マウスのDSPや 精

子形態異常率がCYP1A1活 性 と相関していることも見出

した2)。これらのことから、雄性生殖におけるDEPの 毒

性 はAhRが 深 く関与していることが強 く示唆された。

　一方、PAHに よるAhRの 活性化 に対 してフラボノイ

ド類がその活性化を抑制することがい くつか報告 されて

いる。我 ・々もまた無生物系の実験においてDEPがAhR

を活性化 させることができることと、さらにフラボノイ

ドの一種であるケルセチンがその活性化を抑制すること

がで きることを報告 した3)。

　そこで我々は、ケルセチ ンがin　vivoに おいて もDEP

の毒性 を軽減で きると仮定 し、マウスを用いてDEPに

よって誘発される雄性生殖毒性に対 してのケルセチ ンの

効果 を調べた。併せて、ケルセチンの豊富な野菜である

タマネギについても同様に調べた。
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